
自動車通勤環境配慮計画書の概要
（令和４年度受付分）　
○県に提出された自動車通勤環境配慮計画書の概要を掲載しています。
○配慮計画期間は、令和４年度～令和６年度の３年間です。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
1 岐阜市 岐阜市役所 岐阜県岐阜市司町40

番地1
1,918 774 40% 職員向けエコドライブ研修を行

う。
職員スマートエコ通勤運動を新
型コロナウイルス感染縮小状況
により再開予定。（R４年5月現
在は中止中）

2 中部電力パワーグ
リッド株式会社

中部電力パワーグリッ
ド株式会社　岐阜支社

岐阜市美江寺町2丁目
5番地

511 97 19% 毎年実施している社内の環境
教育講習会で、本基本条項に
ついて周知および説明を行う。

3 岐阜市民病院 岐阜市民病院 岐阜市鹿島町7丁目1
番地

1,038 660 64% 令和４年度自動車通勤対策と
して、病院施設課で担当するこ
ととし、全職員に啓発を行う。

令和４年度～令和６年度　毎月
第２水曜日と第４水曜日を「ノー
マイカーデー」とし、自動車通勤
の自粛を推進する。

4 国立大学法人東海
国立大学機構

岐阜大学　柳戸団地 岐阜市柳戸1番1 3,827 2,950 77% 入構ゲートの動作・運用を改善
し、敷地周辺における通勤時間
帯の渋滞を緩和させる。また、
公共交通機関の推進を行う。

5 岐阜県 岐阜県庁 岐阜市薮田南2-1-1 2,177 1,987 91% 「岐阜県庁環境配慮活動手順
書」にエコドライブ10のすすめ」
の内容を記載し、エコドライブ
の周知を図る。

6 川崎重工業株式会
社航空宇宙システム
カンパニー

川崎重工業株式会社
岐阜工場

各務原市川崎町1番地 5,000 1,800 36% エコドライブ教育の実施（メール
を使用したエコドライブ周知含
む）

7 岐阜車体工業株式
会社

岐阜車体工業株式会
社本社工場

各務原市鵜沼三ツ池
町6-455

2,317 2,058 89% 業務用車、役員車の低公害車
への買換え

エコドライブを社内掲示板、ＰＣ
ポップアップでの啓蒙活動

従業員への車買換え補助

8 住友大阪セメント株
式会社岐阜工場

住友大阪セメント株式
会社岐阜工場

本巣市山口11番地 90 69 77% 継続して以下の活動を実施中
毎週金曜日を「ノーマイカー
デー」に設定。徒歩又は自転車
による通勤を励行

9 航空自衛隊岐阜基
地

航空自衛隊岐阜基地 各務原市那加官有地
無番地

2,000 1,500 75% ノーカーデーを設定し、マイカー
通勤の自粛を行う

自動車通勤者を対象にエコドラ
イブ教育を実施する

基地内にエコドライブポスターを
掲示する

基地近傍者に対し、徒歩又は自
転車通勤の呼びかけを実施す
る

10 エーザイ株式会社川
島工場

エーザイ株式会社川
島工場

各務原市川島竹早町1 300 297 99% 事業所内にてエコドライブ１０の
啓発活動を推進する

代表者をエコドライブ講習に参
加させる

11 フタムラ化学株式会
社

フタムラ化学株式会社
大垣工場

大垣市本今町1800番
地

529 483 91% １．通勤距離が短い(片道５ｋｍ
以内)社員に対しての自転車利
用の促進を行う。

実施する措置

自家用自動
車のみの通
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実施する措置

自家用自動
車のみの通
勤率（％）番号 事業者名 事業所名 事業所の所在地

令和４年４月
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12 サンメッセ株式会社 サンメッセ株式会社
本社

大垣市久瀬川町7-5-1 675 641 95% 2022年度　自動車通勤対策に
ついて、総務部にて対策の計
画作成及び実績の集計を行う。

2022年度　自動車の通勤許可
基準が順守されているか確認
する・

2022年度～2024年度　毎年ノ―
マイカーデーの実施

2022年度～2024年度　中間期
の自転車利用の推進

2022年度～2024年度　ライド
シェアーの推進（SKY活動発表
会・養老研修等）

2022年度～2024年度　営業部
の訪問方向などを共有化して
社用車の効率を図る。

13 イビデン株式会社青
柳事業場

イビデン株式会社青
柳事業場

大垣市青墓町300番地 1,131 1,050 93% 交通委員会を通じて「エコドライ
ブ運転」の教育

自転車通勤対象者の奨励（制
度確立）

乗用社有車のハイブリッド車・低
燃費軽自動車への順次入れ替
え

全社会議および全社行事等、招
集時の乗り合わせ推奨

14 イビデン株式会社大
垣事業場

イビデン株式会社大
垣事業場

大垣市木戸町905番地 1,682 1,375 82% 交通委員会を通じて「エコドライ
ブ運転」の教育

自転車通勤対象者の奨励（制
度確立）

全社会議および全社行事等、招
集時の乗り合わせ推奨

15 イビデン株式会社大
垣中央事業場

イビデン株式会社大
垣中央事業場

大垣市笠縫町100番地
1

1,918 1,723 90% 交通委員会を通じて「エコドライ
ブ運転」の教育

自転車通勤対象者の奨励（制
度確立）

乗用社有車のハイブリッド車・低
燃費軽自動車への順次入れ替
え

全社会議および全社行事等、招
集時の乗り合わせ推奨

16 大垣市民病院 大垣市民病院 大垣市南頬町4丁目86
番地

1,690 1,065 63% エコドライブに関する啓発チラ
シの配布

エコ通勤に関する啓発チラシの
配布

17 イビデン株式会社
大垣北事業場

イビデン株式会社大
垣北事業所

揖斐郡揖斐川町
北方1－1

650 562 86% 交通委員会を通じて「エコドライ
ブ運転」の教育

自動車通勤対象者の奨励（制
度確立）

乗用社用車のハイブリッド車・低
燃費軽自動車への順次入れ替
え

全社会議および全社行事等、招
集時の乗り合わせ推奨

18 大同プレーンベアリ
ング株式会社

大同ブレーンベアリン
グ株式会社

関市のぞみヶ丘8番地1 613 613 100% 「エコドライブ10のすすめ」の
リーフレットを掲示板に掲示し、
温室効果ガス排出抑制への啓
蒙活動を実施する。

19 日本トムソン株式会
社

日本トムソン株式会社
岐阜製作所

美濃市極楽寺916番地 665 552 83% アイドリングストップの尊守状況
調査の実施（毎月１回巡視）

エコドライブの教育（年1回講習
会参加、所属長対象）

低燃費車の紹介（販売店による
社内展示）

アイドリングストップの啓発ポス
ターの掲示

20 岐阜県厚生農業協
同組合連合会　中濃
厚生病院

岐阜県厚生農業協同
組合連合会　中濃厚
生病院

岐阜県関市若草通5丁
目1番地

777 766 99% 自動車通勤者数を把握する。 ２ｋｍ未満の通勤者に対し、自
転車通勤を促す。
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実施する措置
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21 東海化成工業株式
会社

東海化成工業株式会
社

岐阜県可児郡御嵩町
御嵩2192-30

787 516 66% ①自家用車利用制限
・月１回　ノーマイカーデーの設
定
　<方策1>公共交通機関の利用
（御嵩駅からの公共バス利用・
管理会社のバス利用）
　<方策2>近隣者の自転車利用
（通勤区分4km以内対象）
　<方策3>同地区居住者の相乗
り許可
　<方策4>有休取得月１回を推
奨し、利用制限に繋げる。ﾉｰﾏ
ｲｶｰﾃﾞｰは、各個人で設定し、
実績を月末報告。　報告された
ﾃﾞｰﾀは、安全環境課で集計し、
環境委員会などで報告。報告
データは共通ファイル内でいつ
でも閲覧可能とし、従業員に告
示。有給取得率の向上や誕生
日休暇の取得向上を労使で取
組む。

②環境教育などの啓発
　・受け入れ教育で環境への取
り組みとして紹介
　・ISO14001内部監査での活動
状況確認
　・みたけE-COバスの利用促進
への呼び掛け
　・社内へ出入りする運送トラッ
ク運転手の意識高揚
　　啓蒙ビラ等の配布・掲示
　　安全運転管理者等によるア
イドリングストップの指導

22 カヤバ株式会社 カヤバ株式会社岐阜
北工場

岐阜県可児市土田
2548

2,375 1,632 69% 自動車通勤対策について総務
課で担当。環境配慮項目の検
討と実施

全従業員を対象に「エコドライブ
１０のすすめ」の周知と推進

構内及び駐車場アイドリングス
トップの実施

自動車紹介販売制度を通じて
のエコカー購入推進

公共交通機関利用促進のため
の駅⇔事業所間連絡バス増便
継続

23 ヤマザキマザックマ
ニュファクチャリング
株式会社

ヤマザキマザックマ
ニュファクチャリング株
式会社美濃加茂製作
所　第二工場

岐阜県美濃加茂市蜂
屋町矢田1番地2

725 684 94% 公共交通機関等への転換を呼
び掛ける（掲示・朝礼等で最寄
駅～会社近くまで運行している
市営バスの利用を呼び掛け
る）。

自転車通勤者対策として、駐輪
場の拡充・整備を図る

社員へのエコドライブの呼び掛
け、掲示板への掲示

24 ＫＹＢ株式会社 カヤバ株式会社岐阜
南工場

岐阜県可児市土田505 513 397 77% 全従業員を対象に「エコドライ
ブ10のすすめ」の周知と推進

構内及び駐車場アイドリングス
トップの実施。

自動車紹介販売制度を通じての
エコカー購入推奨

25 ヤマザキマザックマ
ニュファクチャリング
株式会社

ヤマザキマザックマ
ニュファクチャリング株
式会社美濃加茂製作
所　第一工場

岐阜県美濃加茂市蜂
屋町中蜂屋字山崎333

1,503 1,494 99% 社内へのエコドライブの呼びか
け、掲示板への掲示

エコカー（ハイブリッド車・電気自
動車）への更新を推奨

26 株式会社デンソーワ
イズテック

株式会社デンソーワイ
ズテック

岐阜県可児市姫ヶ丘
3-1

631 618 98% 職場懇談会の中でマイカー通
勤者に対し、経産省、国土交通
省及び環境省の推奨する「エコ
ドライブ１０の進め」を展開・推
奨

27 社会医療法人厚生
会　中部国際医療セ
ンター

社会医療法人厚生会
中部国際医療センター

岐阜県美濃加茂市健
康のまち一丁目1番地

1,162 1,145 99% 各部署で自転車通勤を推奨 自転車通勤者のため、駐輪場
の整備

シャトルバス利用の推奨

28 トヨタ自動車株式会
社

トヨタ自動車株式会社
多治見サービスセン
ター

多治見市山吹町1丁目
1番地1

910 770 85% 事業従事者に対し「地球環境に
やさしい運転」教育の計画的な
推進

①従業員及び協力会社向けに
地球環境月間教育（6月）の実
施

②新入社員/転入者に転入者教
育の実施（毎月開催）

③カーボンニュートラル活動を
通じた燃費向上（温室効果ガス
の排出抑制）

29 株式会社アイシン瑞
浪

株式会社アイシン瑞浪 瑞浪市小田町1905番
地

925 614 66% 通勤バスの適正運用による公
共交通機関利用推進

自動車通勤者を対象とした交通
講習会の開催

30 三菱電機株式会社
中津川製作所

三菱電機株式会社中
津川製作所

中津川市駒場町1番3
号

884 379 43% 公共交通機関利用や自転車・
徒歩通勤の症例を一般通知

環境配慮型自動車の展示・拡
販会を開催

当社健康酢審施策とタイアップ
し、運動習慣化も企図した自転
車・徒歩通勤の奨励
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実施する措置

自家用自動
車のみの通
勤率（％）番号 事業者名 事業所名 事業所の所在地
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自家用自
動車のみ
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従業員の
数

31 東海理化ＮＥｘＴ株式
会社

東海理化ＮＥｘＴ株式
会社恵那工場

恵那市武並町新竹折
22番地

718 492 69% 通勤者の通勤車両・ルートの把
握の実施

御嵩エリア通勤者への送迎バ
スの運行

契約アパート及び武並駅への送
迎バスの運行継続

安全・エコドライブ運転指導の実
施

32 リコーエレメックス株
式会社

リコーエレメックス株式
会社恵那事業所

恵那市長島町中野
1218-2

533 417 78% 自動車通勤対策について、総
務グループが担当し、対策の
計画作成及び実績の集計を行
う。

交通安全県民運動での啓蒙活
動を継続実施する。

通勤バスの運行を継続実施す
る。

自動車通勤者・社有車運転者を
対象に、安全運転講習会でエコ
ドライブ講習も実施する。

33 株式会社デンソーテ
ン中津川製作所

株式会社デンソーテン
中津川製作所

中津川市苗木2110番
地

979 979 100% 全従業員に対してエコドライブ
に関する啓発を行う。

自宅が会社から近地（2km未
満）の従業員については、自動
車通勤を控えさせる。

自宅でのテレワークができる従
業員については、出社しないで
（＝自動車による通勤を控え
て）、自宅での就業を推進する。
（全従業員の約10%について実
施中）

34 日医工岐阜工場株
式会社

日医工岐阜工場株式
会社

高山市松之木町1040-
22

899 775 86% R4～R6
エコドライブ・アイドリングストッ
プ等の啓蒙活動

R４～R６
敷地内社員寮への入寮促進
（徒歩通勤の推進）

R４～R６
徒歩通勤推奨活動（ウォーキン
グキャンペーン）の推進

R4～R6
通勤バスの運行

35 神岡鉱業株式会社 神岡鉱業株式会社 飛騨市神岡町鹿間1番
地1

594 575 97% 冬季時の通勤バスの運行 徒歩通勤の推進

36 高山赤十字病院 高山赤十字病院 高山市天満町3丁目11
番地

767 520 68% 自動車通勤許可基準を２ｋｍ以
上に制限する。（継続実施）

健康増進も含め自転車・徒歩通
勤を推進する

エコカー（ＥＶ車・ハイブリッド車）
や軽自動車の通勤利用を推奨
する。

通勤手段を公共交通機関へ切
り替えを推進していきたいが、地
域の交通手段が少ないため、自
家用車を使用することしか交通
手段がないことは事実である。
そのため、エコドライブを推進
し、アイドリングストップ、エアコ
ン使用の控え、暖気運転の適性
化、安全運転の心がけ【無駄な
加速を少なく】などを実践できる
ように周知していく


